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小学校給食で提供されるエネルギーおよび主要栄養素量の妥当性についての検討
Studies on the propriety of energy and nutrient intakes offered
with elementary school lunch

寺島恵　Megumi Terashima　西洋知恵　Akie Nishizawa

吉岡由美　Yumi Yoshioka　志塚ふじ子　Fujiko Shizuka

WeperformedfoodconsumptionsurveyinJuly.2007forthe2ndand5thgradechildren

atanelementaryschoolofNaganocitytoevaluatetheamountsofenergyandnutrients

offeredwithschoollunch.Energyintakeofthe2ndgradewascomparabletothe.estimated

energyrequirement(EER),whilethatofthe5thgradewasgreatlylowerthantheEER.

Mostofnutrients,exceptironallddietaryfiber,Werewithintherecommendablerange.As

totheconsumptionratiofromeachmeal;energy,protein,lipidandironshowedthesimi-

larpattern,beingabout33%oftotaldailyconsumptionfromlunch.Asfordailyconsump-

tionofcalcium andvitaminB2,intakeratiofrom lunchwasabout50% and40%,

respectively.Resultsconfirmedtheimportantroleofschoollunchservicetocompensate

theamountsofnutrientswhichareeasytolackindailyfoodconsumption.

はじめに

わが国における学校給食の起源をたどると､1889

(明治22)年に山形県において､経済的に恵まれ

ない児童を対象に実施したのが始まりとされてい

る1)｡戦後に至り､1954年には､｢児童および生徒

の心身の健康な発達に資し､かつ国民の食生活の改

善に寄与する｣ことを目的に､学校給食法が制定､

公布された｡この学校給食法には､1)日常生活に

おける食事について正しい理解と望ましい習慣を養

う､2)学校生活を豊かにし明るい社交性を養う､

3)食生活の合理化､栄養の改善および健康の増進

をはかる､4)食糧の生産 ･配分 ･消費について正

しい理解を導工 という4つの目標が掲げられてい

る｡

学校給食法制定当時と比べると､社会 ･経済状況

は大きく変化し､児童生徒の食生活やライフスタイ

ルも様々に変化している｡経済や食糧事情が豊かに

なった近年においては､加工食品や調理済み食品等

の簡便な食事にたよる傾向が強くなってきている｡

その結果､偏った食事によるエネルギー､脂肪､糖

分､塩分等の摂取量過多､肥満､高血圧などの生活

習慣病の増加が社会問題となってきている｡家庭に

おける食生活の変化は子どもの食生活にも大きく影

響し､朝食欠食や孤食の増加､食体験や人間関係の

希薄化など､さまざまな課題を抱えている｡

現在はまた､食青の重要性が叫ばれているが､そ

の根底には､わが国において伝統的に行われてきた

家庭での食教育が期待できない状況になっていると

いう実情がある｡学校給食法の目的ならびに目標は､

まさに食青の観点から掲げられているものであり､

学校給食の果たす役割は今後さらに重要になってく

ると考えられる｡

健康的な食生活の基本は､適切な畳とバランスの

とれた食事にあるといえる｡｢日本人の食事摂取基

準｣は､エネルギーや栄養素摂取量の適切な量とバ

ランスの指針である｡現在使われている ｢日本人の

食事摂取基準 (2005年版)2)｣には､これまで長

い間使われてきた栄養所要量という言葉はなくなっ

ている｡しかし､給食に関しては､摂取基準 (2005

年版)との関係にういて十分な検討がなされていな

い｡そのため､現在に至っても給食の基準量は所要
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量の名称が使われている｡

本研究は､給食基準量策定のための基礎データを

得るために､現在小学校で提供されている給食の栄

養量の妥当性について検討したものである｡学校給

食は､食品や栄養素の配分が昼食として適切である

とともに､家庭で摂取する食事で不足しやすい栄養

素についてはその不足分をカバーできることが望ま

しい｡そこで､本研究では､給食のみならず家庭で

摂取する食事についても調査した｡

方 法

2007年7月､長野市街住宅地に位置するA小学

校において､2年生と5年生を対象に､給食の秤量

を含む食事摂取状況調査を行った｡本調査は､文部

科学省の学校給食に関する調査の一環として行った

ものであり､調査に先立って文部科学省学校給食課

よりA小学校ならびに県保健課に対して協力依頼

がなされf=｡学校長の協力を得て､本調査の目的と

調査内容の詳細を記した文書を対象学年の保護者全

員に配布し､調査への協力を依頼した｡保護者から

同意が得られた児童を調査対象者とした｡本調査は

お茶の水女子大学倫理委員会の承認 (第19-11号)

を得て実施した｡調査に際しては､ヘルシンキ宣言

の精神にのっとり､プライバシーに配慮するととも

に､個人情報が漏洩しないよう十分注意した｡また､

調査開始後において調査中止を申し出た数名のデー

タは､集計から除外した｡その結果､調査対象者は､

2年生41名 (男子24名､女子17名)､5年生34名

(男子 16名､女子18名)となった｡食物摂取状況

は､連続する3日間について調査した｡調査日は学

校給食のある日に設定した｡

給食は､調査員が当該小学校に出向きJ食器なら

びに食器に盛られた料理を､電池式デジタルキッチ

ンスケールを用いて秤量した｡秤量は食事前後の2

回行い､差し引きにより摂取量を算出した｡

給食以外の食事 (朝食､夕食､おやつ､夜食)は､

配布の食事調査記入用紙への記入を保護者に依頼し

た｡保護者には､学校給食以外に摂取した食べ物す

べての記入を依頼した｡食事調査記入用紙への記入

法については､具体的な記入例を示した文書 (食事

調査記入例)を配布した｡記入項目は､食事の種類､

料理 (食品)名､料理の全体量あるいは児童1人当

たりの量を概量 (ごほん子ども用茶碗1杯､タマネ

ギ中1個､りんご小1/2個など)または重量 (g)

などである｡なお､調味料のうち食塩については正

確なデータを得ることが難しいため､食塩調味料に

ついては記入の必要がないことを記入例のなかで説

明した｡さらに､市販の加工食品､調理冷凍食品､

栄養強化食品､特定保健用食品､サプリメントなど

は､メーカー名､商品名を記入し､可能な場合は栄

養成分表示を切り取って貼付するよう依頼した｡児

童によって学校に提出された前日の食事調査記入用

紙は､翌日の午前中に回収して内容を確認し､必要

に応じて問い合わせや修正等を行った｡

給食から摂取した食品の重量は､当該校に配送し

ている給食センターから入手した献立表 (食品名と

重量)ならびに完成した料理の重量を用いて算出し

た｡保護者に記録を依頼したその他の食事から摂取

した食品の量は､食事調査記入用紙の記載に沿って､

国民健康栄養調査の目安量重量換算表3)を用いて

重量に換算した｡食品名と重量を検討後､栄養計算

ソフト｢エクセル栄養君V4.0｣4)を用いて､エ

ネルギーおよび各種栄養素摂取量を算出した｡なお､

今回のような調査で正確な摂取量を把握することか

困難である食塩については､算出項目から除いた｡

栄養計算は､各食事 (朝食､給食､間食､夕食)

毎に算出し､合計して1日の摂取量とした｡また､

1日に摂取したエネルギーおよび各種栄養素量に対

する各食事の割合を算出した｡

以上の食事摂取状況調査に加えて､排便状況につ

いての調査も行った｡排便状況は､食事調査開始日

から7日間､排便状況調査記録用紙 (体調､排便回

数､便性状等についての質問を含む1枚の記録用紙)
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への記録を保護者に依頼し､調査期間終了後に回収

した｡

調査結果は､すべて平均値±標準偏差と-して示し

た｡

結 果

給食の実測値ならびに保護者に記入を依頼した給

食以外の食事のすべてを合計した1日当りのエネル

ギーおよび栄養素摂取量の値を表1に示す｡エネル

ギー摂取量の平均は､2年生男子1,613､女子1,423

kcalであり､食事摂取基準 (2005年版)の推定エ

ネルギー必要量 (EER:Estimatedenergyre-

quirement)にほぼ一致した｡5年生は､男子1,893

および女子1,649kcalであり､それぞれの身体活

動 レベル (PAL:Physicalactivitylevel)｢.ふつ
う｣におけるEER 男子 2,300および女子 2,150

kcalを大きく下回った｡たんぱく質については､

摂取不足の者はほとんどなく､脂質の摂取量はほぼ

適切な範囲にあった｡その他の栄養素摂取量につい

ては､ほとんどの栄養素が食事摂取基準を満たして

いたが､鉄の摂取量は2年生においては基準値より

低めであり､5年生においてはかなり低かった｡5

年生においては､カルシウム､ビタミンB1および

B2摂取量も､基準値に比べて低かった｡

給食から摂取したエネルギーおよび各種栄養素量

を表2に示す｡学校給食の献立は学校給食所要量基

準5)をもとに立てられているため､基準値とはぼ

同量提供されていた｡そのため､鉄と食物繊維を除

いて､供与量はほとんどの栄養素が基準を満たして

いた｡なお､給食は食べられる量を考慮して配膳さ

れるため､ほとんど残さず食べていたが､メニュー

によっては残食もあった｡給食の摂取量は供与量よ

りも若干少なくなっている栄養素もあった｡

図1は､各食事から摂取したエネルギーおよび各

栄養素について､1日の摂取総量に占める割合を示

したものである.摂取エネルギーについてみると､

朝食から20-22%､給食から32-37%､間食から

11%､夕食から33-35%摂取していた｡たんぱく

質､脂質､鉄等の栄養素についても､エネルギーと

同様な摂取割合であった｡それに対し､カルシウム

およびビタミンAは大きく給食に依存しており､給

食からの摂取割合は約50%となっていた｡カルシ

ウムやビタミンAほどではないものの､ビタミン

B1､ビタミンB2およびギタミンCなどの栄養素も

給食からの摂取割合が高い栄養素であり､その割合

は約40%であった｡

排便状況については､2年生､5年生ともに､1

日あたり平均約1回の便通があり､便性状について

も8割以上が普通と回答していた (表3)｡しかし､

便性状については､2年生の約10%において便が硬

いという回答があり､下痢という回答も5%という

高率で認められた｡2年生､5年生とも､体調不良

の者が5-6%おり､風邪薬等の薬を飲んでいる者

が2年生で約40%､5年生で約30%と高い比率を

占めていた (表4)0

考 察

学校給食は､望ましい食習慣の形成､不足しやす

い栄養素の補足､食文化の継承などの面でこれまで

重要な役割を果たしてきた｡少子高齢化､国際化な

どの社会構造の変化に伴って食青の場と-しての家庭

環境が大きく変化していることなどを考慮すると､

学校給食の果たす役割はこれまで以上に重要になっ

ていくことが考えられる｡しかし､子どもたちのエ

ネルギーならびに栄養素の摂取量に関する情報は必

ずしも十分ではない｡本研究は､現行の学校給食の

妥当性について検討するとともに､学校給食基準量

算定の基礎データを得るために､学校給食を中心に

小学生の食生活の実態調査を行ったものである｡

以下の報告は､学校給食が子供たちの食生活改善

に寄与していることを示すものである｡給食の有無

による栄養摂取状況の差を比べた調査6)によると､
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表 1 1日あたりのエネルギーおよび各種栄養素摂取量と食事摂取基準

摂取量 食蓋誓取

2年生 6-7歳
(n-41) (男.女)

摂取量 食蓋等取

5年生 10-11歳
(n-34) (見 女)

エネルギー (kcal)

たんぱく質 (g)

脂質 (g)

カリウム (mg)

カルシウム (mg)

マグネシウム (mg)

リン (mg)

秩 (mg)

亜鉛 (mg)

鍋 (mg)

マンガン (mg)

レチノール当量 (〝g)

ビタミンD (〝g)

トコフェロール当量 (mg)

ビタミンK (〟g)

ビタミンB1(mg)

ビタミンB2(mg)

ナイアシン (mg)

ビタミンB6(mg)

ビタミンB12(〝g)

葉酸 (〝g)

パントテン酸 (mg)

ビタミンC (mg)

飽和脂肪酸 (g)

一価不飽和脂肪酸 (g)

多価不飽和脂肪酸 (g)

コレステロール (mg)

食物繊維総量 (g)

1596±222● EER1650,1450

60.0±10.8 RDA35,30

54.9±9.9 20-30%

2137±463 AI1100,1000

608±160 AI600.650

206±42 RDA140,130

970±181 AI1000,900

5.7±1.2 RDA6.5,6.0

6.8±1.2 RI)A6

0.88±0.15 RDA0.4

1.92±0.42 AI2.0

454±126 RDA400,350

4.5±3.2 AI3

7.0±1.5 AI7.6

144±71 AI40,35

0.82±0.18 RDA0.9,0.8

1.12±0.27 RDAl.0,0.9

ll.4±3.0 RDAIO,9

1.01±0.25 RDA0.8∴0.7

4.7±1.6 RI)A1.4

232±49 RDA140

5.68±1.19 AI6,5

72±26 RDA60

18.23±4.23

17.90±3.44

10.12±1.87

277 ±107

ll.0±2.4

1811±216 EER2300,2150

68.8±10.5 RDA50

59.3±7.6 20-30%

2386±441 AI1500,1400

654±131 AI950

235±49 RDA210

1102±164

6.8±1.2

8.2±1.4

I.03±0.18

2.30±0.52

522±271

5.6±4.2

AI1150.1050

RI)A10.0,9.0-13.0

RDA8,7

RI)A0.6

AI3.0

RDA550,500

AI4

7.3±1.5 AI10,7

191±98 AI55

0.98±0.19 RDA1.2

1.27±0.22

12.6±2,7

1.09±0.24

4.7±2.4

262±64

6.18±1.07

84±26

18.86±3.33

19.59±3.14

ll.39±1.76

335±87

ll.6±2.5

RDA1.4,1.3

RDA13,12

RDA1.2

RDA2.0

RDA200

AI6

RDA80

'平均値±標準偏差 略号 :EER(Estimatedenergyrerquirement推定エネルギー必要量)､

RDA(Recommendeddietaryallowance推奨量)､AHAdequateintake目安量)
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表2 給食からのエネルギーおよび栄養素摂取量と学校給食所要量基準

学校給食
所要量基準

6-7歳

580

21

500

60

3.0

2.0

120

0.3

X∵菓

20

5.5

供与量 摂取量

2年生 2年生 (n=41)

597 506±781

25.4 20.6±3.4

309 279±22

89 71±12

2.1 1.7±0,4

2.7 2.2±0.3

200 169±25

0.31 0.27±0.05

0.47 0.43±0.04

33 24±6

5.1 3.9 ± 1.0

供与量 摂取量
学校給食
所要量基準

5年生 5年生 (n=34) 10-11歳

エネルギー (kcal)

たんぱく質 (g)

カルシウム (mg)

マグネシウム (mg)

秩 (mg)

亜鉛 (mg)

レチノール当量 (〝g)

ビタミンB1(mg)

ビタミンB2(mg)

ビタミンC (mg)

食物繊維総量 (g)

746 672±51

30.1 26.4 ± 1.9

324 311±44

92 82±7

2.7 2.4±0.2

3.6 3.2±0.3

234 205±29

0.45 0.41±0.04

0.55 0.52±0.06

33 30±5

4.2 3.8±0.5

7-0

--

3-0

--

-

･
-

1-0

0
･
4

0
･
4

--

-

日出1
YiZt]

●平均値±標準偏差

給食のない日は､栄養素の中ではとくにカルシウム

の摂取量が少なく､給食のある日に比べて､男子で

8割､女子では5割しか摂取していないことが示さ

れている｡この報告には､1日の摂取量全体に占め

る学校給食から摂取する栄養素量の割合は､他の食

事よりも (夕食よりも)高かったことも示されてい

る｡高橋ら7)は､1983年に1日の摂取量に占める

学校給食から摂取する食品の割合を調べる調査を茨

城県で行い､牛乳においては70%以上､緑黄色野

菜においても40%以上が学校給食から摂取されて

いることを報告している｡これらの報告によって､

子どもにとって重要なカルシウム源である牛乳や乳

製品ならびに普段の食生活では十分な摂取が望めな

い緑黄色野菜が給食によって確保されている状況が

明らかにされている｡現状においては､成長期の子

どもたちの栄養の質とバランスを維持するためには

学校給食は是非とも必要であり､学校給食の果たす

役割は極めて大きいといえよう｡

学校給食では､一般に児童 ･生徒の家庭で不足し

がちな栄養素を補い､栄養の改善および健康の改善

をはかるために望ましい量のエネルギーおよび栄養

素を給与することになっており､その基準として

｢栄養所要量｣が用いられている｡学校給食法に基

づく児童 ･生徒1人1回当たりの栄養所要量の基準

は次のようになっている｡エネルギーは1日の推定

エネルギー必要量の33%程度､脂肪エネルギー比

25-30%､たんぱく質は1日の摂取基準の40%程

度､カルシウムは50%､鉄は33%程度､ビタミン

は基本的には33%程度としている｡ただし､ビタ

ミンについては､ビタミンB1は欠乏症になりやす

いため40%とし､ビタミンB2は牛乳を飲用するこ

とにより確保できるため40%としている｡また､

近年の児童生徒の健康問題を考慮し､食物紘経は摂

取エネルギー1,000kcal当り10g､食塩摂取量は

高血圧予防の観点から3g以下とされている｡ま

た､マグネシウムと亜鉛の摂取に配慮するよう新た

に目標値として提示されている｡

今回の研究で､エネルギー摂取量は小学校低学年

においては現行の食事摂取基準 (2005年版)に近

い値であったが､高学年では摂取基準よりもかなり
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図1エネルギーおよび栄養素摂取状況

(各食事からの摂取割合(%):平均値±標準偏差)
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表 3 排 便 状 況
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低かった｡このことから､高学年児童は､消費エネ

ルギーを増加させることによって摂取エネルギーを

増加させることが望ましいと考えられる｡しかし､

消費エネルギーを増加させることができないような

生活環境におかれている子どもも多いことから､高

学年児のエネルギー摂取基準は現行の値よりも低く

設定するべきかもしれない｡この点については､さ

らなる検討が必要である｡また､今回の結果､学校

給食からの摂取割合が高かったカルシウム､ビタミ

ンB1､B:は､学校給食に依存して摂取基準を満た

していることが確認された｡このことから､現行の

給食で実施されているように､日常の食事で不足し

やすい栄養素については給食からの摂取割合を多く

設定することが必要であり､現行の給食で実施され

ている所要量の基本方針の妥当性が確認されたとい

える｡

なお､今回の調査の結果､鉄や食物繊維の摂取量

は､現行の摂取基準よりも低かった｡鉄や食物繊維

は学校給食からの摂取量を増加させることが難しい

栄養素でもある｡そのため､鉄については､摂取量

の増加のみでなく､吸収率を上げる工夫も必要であ

ると考える｡食物繊維の摂取量の基準は､成人期に

おいては10ど/1,000kcalとされている｡子どもの

場合､基準値を設定するに足る十分な資料が得られ

ているわけではない｡現状においては成人と同様の

基準値を用いるはかないため､この基準を用いて今

回の結果を判断すると､食物繊維の摂取量はかなり

少ないことになる｡しかし､食物繊維摂取量が低かっ

たにもかかわらず､排便状況に大きな問題は認めら

れなかった｡森ら8)は小学生の摂食状況と排便習

慣について調査し､排便の順調な者は､各家庭での

食事で､多くの種頬の食品､とくに米類､海草類､

果物類などの食品を多く摂取していることを報告し

ている｡さらに､学校給食の量が-'ちょうどよい■'と

7
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感じている者に比較して､.r多すぎる.'と感じる者な

らびに-'足りない■■と感じる者に便秘が多いこと､ま

た､■次食する.ことがある'児童にも便秘が多いこと

を報告している｡以上の報告からもうかがえるよう

に､子どもの排便状況は､食物織経の摂取量だけで

なく､規則正しい食事時間や適切な食事量などによっ

ても大きく影響されると考えられる｡子どもの食物

紘維摂取基準p設定については､これらのことも考

慮に入れた上で､今後さらなる検討が必要であると

考える｡
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